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下
北
山
村
議
会

９
月
定
例
会
を
開
催

平成26年
第３回

　

９
月
村
議
会
定
例
会
が
９
月
12
日

（
金
）
か
ら
22
日
（
月
）
ま
で
の
11
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
案
と
し
て
、
教
育
委
員
の

任
命
、
条
例
関
係
で
４
件
。
平
成
25
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
認
定

等
で
９
件
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
７
件
が
上
程
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
は
議
員
発
議
で
下
北

山
村
政
治
倫
理
条
例
の
廃
止
。
議
員
定

数
検
討
特
別
委
員
会
設
置
が
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
下
北
山
村
家
庭
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

★
下
北
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

★
下
北
山
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

★
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
山
本
博
久
氏
の
再

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

★
平
成
25
年
度
下
北
山
村
基
金
の
運
用

状
況
認
定
に
つ
い
て

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

８
４
０
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
ト
イ
レ
改
修

に
伴
う
設
計
委
託
料
の
追
加
で
す
。

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

５
５
、
０
８
２
千
円
が
追
加
補
正
さ

れ
ま
し
た
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
国
庫

補
助
金
の
臨
時
交
付
金
。
歳
出
で
は
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
関
係
、
生
産
物

直
売
所
の
新
設
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

ト
イ
レ
改
修
工
事
、
獣
害
防
護
柵
、
ふ

れ
あ
い
の
森
事
業
、
池
原
地
区
排
水
改

良
工
事
の
追
加
で
す
。

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
，
０
３
９
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

　

１
，
５
０
０
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

３
０
３
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

４
５
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
平
成
26
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

９
，
６
０
７
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
繰
越
金
に
伴

う
国
庫
支
出
金
償
還
金
等
に
よ
る
も
の

で
す
。

《
一
般
質
問
は
次
号
に
掲
載
》

　

９
月
定
例
会
に
議
員
発
議
で
下
北
山

村
政
治
倫
理
条
例
の
廃
止
が
提
出
さ

れ
、「
条
例
を
廃
止
す
べ
き
」
と
の
意

見
と
、「
条
例
を
改
正
し
て
維
持
す
る

べ
き
」と
の
意
見
に
よ
る
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
条
例
廃
止
賛
成
者
が
５

名
（
議
長
を
除
く
）
と
な
り
、
下
北
山

村
政
治
倫
理
条
例
の
廃
止
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
３
月
の
議
員
の
倫
理
に
関

す
る
決
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
守
ら
れ
な
い
事
例
が
発
生

し
た
た
め
、
平
成
12
年
３
月
、
地
方
自

治
法
の
兼
業
禁
止
を
さ
ら
に
強
め
た
下

北
山
村
政
治
倫
理
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
制
定
後
も
条
例
の
検
討
が
続
け

ら
れ
、
平
成
16
年
、
平
成
19
年
、
平
成

21
年
と
３
回
に
渡
っ
て
改
正
が
行
わ

れ
て
き
て
お
り
、
今
年
も
２
回
の
特
別

委
員
会
が
開
か
れ
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
本
会
議
で
の
討
論
を

経
て
採
決
が
行
わ
れ
、
条
例
廃
止
賛
成

者
が
過
半
数
を
超
え
条
例
廃
止
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
議
員
の
倫
理
に
関

す
る
決
議
は
依
然
有
効
で
す
。

政
治
倫
理
条
例
の
廃
止

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

　

同
じ
く
議
員
発
議
で
下
北
山
村
の
議

員
定
数
を
検
討
す
る
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
平
成
27
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に

向
け
検
討
さ
れ
ま
す
。
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＊
工 

藤 

延 
春 
隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
、
工
藤
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

今
回
も
無
人
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー
の

状
況
か
ら
で
す
。
９
月
に
入
り
キ
ュ
ウ

リ
と
ナ
ス
が
持
ち
直
し
、
ピ
ー
マ
ン
と

オ
ク
ラ
そ
し
て
イ
チ
ゴ
苗
も
あ
り
、
何

と
か
出
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
10

月
に
入
っ
て
か
ら
は
落
花
生
と
サ
ト
イ

モ
さ
ら
に
米
も
順
次
出
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

さ
て
畑
の
方
で
す
が
、
春
ま
な
の
播

種
は
遅
れ
気
味
な
が
ら
ハ
ウ
ス
と
露
地

を
片
付
け
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
出
荷

量
を
昨
年
よ
り
も
大
幅
に
増
や
す
予
定

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
マ
と
エ
ゴ

マ
の
収
穫
も
終
わ
り
、
只
今
乾
燥
中
で

す
。
ニ
ン
ニ
ク
の
定
植
と
カ
ブ
や
葉
物

の
播
種
が
完
了
し
、
次
は
タ
マ
ネ
ギ
の

定
植
が
控
え
て
い
ま
す
。
大
豆
と
黒
豆

の
収
穫
は
も
う
少
し
先
で
す
が
、
実
の

入
り
か
ら
見
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。
今
年
は
台
風
や
雨
で
野
菜
は
全
体

的
に
良
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
米
作

り
初
挑
戦
等
も
含
め
学
ぶ
こ
と
も
多

く
、
来
年
は
さ
ら
に
気
合
を
入
れ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
協
力
隊
と
し

て
の
任
期
も
三
分
の
二
を
終
え
、
計
画

を
練
り
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
渡 

部 

み
な
み 

隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
東

北
で
す
が
、
寒
さ
に
は
め
っ
き
り
弱
い

み
な
み
で
す
。
こ
の
村
報
を
み
な
さ
ん

が
手
に
さ
れ
る
頃
、
下
北
の
冬
は
も
う

す
ぐ
そ
こ
、
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
土
曜
朝
市
で
す
が
、
出
荷
が
夏

の
果
菜
類
か
ら
秋
冬
の
根
菜
類
や
葉
物

に
替
わ
り
つ
つ
あ
り
、ま
た
新
米
や
柿
・

栗
・
み
か
ん
、
た
ま
に
キ
ノ
コ
な
ど
も

店
先
を
賑
し
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
へ
の
野
菜
の
出
荷
も
、
少

し
ず
つ
で
す
が
続
け
て
い
ま
す
。「
食

育
」が
全
国
的
に
関
心
を
集
め
る
昨
今
、

中
で
も
ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
和
食
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
、
平
成

23
年
に
「
食
育
推
進
全
国
大
会
」
が
開

催
さ
れ
た
静
岡
県
三
島
市
等
で
も
「
完

全
米
飯
給
食
」
を
実
現
し
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
　
　

　

下
北
山
村
の
学
校
給
食
は
そ
の
20
年

も
前
か
ら（
時
代
を
超
！
先
取
り
し
た
）

週
５
日
ご
は
ん
が
主
食
の
完
全
米
飯
給

食
だ
っ
た
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
は
ご
存

じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

「
食
は
生
命
（
い
の
ち
）」
で
す
。
ス
ー

パ
ー
に
行
け
ば
ど
こ
の
ど
ん
な
食
べ
物

で
も
季
節
を
問
わ
ず
に
買
え
る
現
代
だ

か
ら
こ
そ
、
旬
の
も
の
し
か
な
い
、
こ

の
村
で
採
れ
る
も
の
し
か
な
い
朝
市
の

野
菜
で
、
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
成
長

期
に
基
礎
を
形
作
る
給
食
を
作
る
こ
と

が
、
地
産
地
消
、
食
育
、
ひ
い
て
は
地

元
愛
へ
と
繋
が
る
こ
と
を
願
い
、
今
日

も
野
菜
集
め
に
村
内
を
走
り
回
っ
て
お

り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
！

そ
の
22

＊
牧　
　

絢 

隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
、
牧
で
す
。

　

先
日
、
健
康
と
長
寿
の
集
い
に
土
曜

朝
市
を
出
店
し
ま
し
た
。
お
店
番
の
合

間
に
風
船
バ
レ
ー
に
も
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
声
が
枯
れ
る
ほ
ど
の
大
盛

り
上
が
り
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
こ
の
後
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
も
出
場
し
ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て

い
ま
せ
ん
よ
う
に
（
笑
）。

　

さ
て
、
10
月
２
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。
登
記
を
も
っ

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
が
設

立
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
を

迎
え
る
事
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
方

の
応
援
や
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

過
疎
地
有
償
運
送
に
つ
い
て
は
、
10

月
１
日
よ
り
試
験
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
特
に
熊
野
方
面
へ
の
通
院
や
パ
ー

マ
等
を
目
的
に
ご
利
用
頂
い
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
に
と
っ
て
は
、

運
行
体
制
や
連
絡
体
制
を
見
直
す
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
、
無
料
だ
か
ら

1
人
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
は
お
気
に
な

さ
ら
ず
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
草
刈
作
業
や
獣
害
対
策
事

業
の
依
頼
も
多
数
頂
い
て
い
ま
す
。
人

数
が
増
え
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
応
援

隊
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
秋
の
草
刈
り

の
時
期
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

《
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
》

　
　

☎
６

－

０
７
７
０

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆

※
過
疎
地
有
償
運
送
の
車
両
で
す
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
東
海
道

新
幹
線
開
業
。
い
ず
れ
も
昭
和
39
年
の

出
来
事
で
、
今
年
が
50
年
の
節
目
の
年

に
当
た
り
様
々
な
記
念
の
催
し
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
競
技
力
で

世
界
に
追
い
つ
き
追
い
越
す
こ
と
で
日

本
中
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、
東
海
道

新
幹
線
は
、
夢
の
超
特
急
と
し
て
日
本

の
新
た
な
時
代
の
夜
明
け
を
象
徴
す
る

存
在
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
下
北
山
村
も
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
た
。
昭
和
39
年
に
池
原

ダ
ム
が
完
成
し
た
が
、
ダ
ム
工
事
は
村

人
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
そ
の
様
子
を
「
下
北
山
村
史
」
か

ら
引
用
し
て
み
た
い
。

　

「
経
済
の
高
度
成
長
の
波
を
う
け
て

い
ず
れ
は
そ
う
な
る
で
あ
っ
た
に
し

ろ
、
ダ
ム
工
事
に
よ
っ
て
村
の
人
た
ち

は
い
ち
は
や
く
都
会
風
の
消
費
生
活
を

身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
使
用
が
進
み
、
電
気
洗
濯
機
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
電
化
生
活
が
急
速
に
普
及

し
た
。
食
生
活
も
、
戦
前
に
は
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
贅
沢
に
な
っ
た

し
、
服
装
も
町
の
人
と
ほ
と
ん
ど
か
わ

ら
な
い
も
の
と
な
っ
た
。（
中
略
）
オ

ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
に
の
る
人
も
ふ
え

た
。
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
現
金
が
は

い
っ
て
き
た
し
、
電
源
の
社
宅
の
人
た

ち
の
生
活
が
刺
激
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
形
で
マ
チ
と
の
交
流
が
深
ま
っ
た
の

135

で
あ
る
。

　

も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
、
汗
水
た

ら
し
て
自
家
用
の
麦
や
野
菜
づ
く
り
に

精
を
出
す
人
は
少
な
く
な
っ
た
し
、
戦

争
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
開
墾
さ
れ
た

畑
な
ど
は
た
い
て
い
荒
れ
る
に
ま
か
さ

れ
た
。
つ
ぎ
の
あ
た
っ
た
働
き
着
を
み

か
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
し
、

（
中
略
）
何
か
に
つ
け
て
、
作
る
よ
り

は
買
う
こ
と
が
先
に
な
り
、
質
実
な
生

活
の
風
は
か
げ
を
う
す
め
た
。
ダ
ム
工

事
が
終
わ
っ
て
現
金
収
入
の
口
を
失
っ

た
人
々
は
、
大
き
く
か
わ
っ
た
消
費
生

活
を
維
持
す
る
た
め
に
心
を
く
だ
か
ね

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。」

　

50
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。


